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 ６月４日から１０日は「歯と口の健康週間」です。その目的として、「歯科疾患の予防に関する

適切な習慣の定着を図る」というものが挙げられています。歯肉炎や要観察歯のような状態は、

自分の健康行動を変えたり、生活行動を見直したりすることで症状が改善することが多いため、

「自分の身体は自分で大切にすれば、それに応えてくれる」ことが理解できると言われています。

今回は、一生使っていく自分の歯や口について考えてみましょう。 
 

       
 未治療の虫歯のある人 歯垢の付着がある人 歯肉の炎症のある人 

１年 １３人（４８．１％） ７人（２５．９％） ９人（３３．３％） 

２年 １５人（４４．１％） ８人（２３．５％） ９人（２６．５％） 

３年 １１人（３６．７％） １３人（４３．３％） １３人（４３．３％） 

昨年度に引き続き、本校では虫歯や歯肉炎のある生徒が多く見られます。虫歯は治療が必要で

すので、痛みがない人も歯科へ行き治してもらいましょう。歯垢の付着や歯肉の炎症は、毎日の

歯磨きを丁寧に行うことで改善させることができますので、すみずみまできれいに磨くことを意

識してみてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 


